
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
二
十
六
回
）

「
相
島

あ
い
の
し
ま

と
万
葉
集
」

福
岡
県
の
北
西
部
、
北
の
北
九
州
市
と
南
の
福
岡
市
の
間
に
あ
る
新
宮

し
ん
ぐ
う

町
（
福
岡
県

糟
屋

か

す

や

郡
）
は
福
岡
市
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
近
年
住
宅
団
地
の
造
成
が
相
次
ぎ
福

岡
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
化
し
て
い
る
。

こ
の
新
宮
町
の
北
西
部
に
福
岡
、
佐
賀
両
県
に
広
が
る
海
。
「
玄
界
灘
」
に
面
し
て
い

る
。
こ
の
海
岸
に
あ
る
新
宮
港
か
ら
町
営
渡
船
で
わ
ず
か
１
７
分
の
と
こ
ろ
に
東
西
に

長
く
三
日
月
形
を
し
た
離
島
「
相
島
」
が
玄
界
灘
に
浮
か
ぶ
。

・【
福
岡
県
の
地
名
】
事
典
（
日
本
歴
史
地
名
大
系
）
に
よ
る
と
「
相
島
」
は
玄
界
灘

に
あ
り
、
新
宮
港
か
ら
は
北
西
に
約
七
・
二
キ
ロ
。
面
積
約
一
・
二
五
平
方
キ
ロ
の
小

島
で
玄
界
国
定
公
園
の
一
部
。
「
続
風
土
記
」
は
【
阿
恵
島
又
は
阿
部
島
】
で
あ
げ
、

今
は
藍あ

い

島
と
称
し
、
周
囲
一
里
余
と
記
す
。

・「
相
島
」
は
大
陸
と
九
州
を
結
ぶ
航
路
の
要
衝
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
古
く
か
ら
開
け
、

そ
の
上
、
港
は
海
が
深
く
背
後
の
山
が
玄
界
灘
か
ら
吹
き
つ
け
る
北
西
の
季
節
風
を
防

ぐ
な
ど
船
の
停
泊
に
は
最
適
の
天
然
の
良
港
を
も
っ
て
い
る
た
め
海
を
通
じ
て
き
た

古
代
か
ら
の
遺
跡
、
史
跡
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
歴
史
の
つ
ま
っ
た
謎
の
島
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。

・
ま
た
、
「

相
島
」
が
位
置
す
る
新
宮
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
万
葉
集
や
続
古
今
集
に

も
詠
わ
れ
た
歴
史
あ
る
島
で
あ
る
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。



・
中
村
行
利
著
「
万
葉
と
九
州
」
に
は
江
戸
時
代
に
福
岡
藩
の
著
名
な
儒
学
者
で
あ
っ

た
貝
原
益
軒
が
編
集
し
た
「
筑
前

ち
く
ぜ
ん

名
寄

な

よ

せ

」
に
、
「
相
島
が
万
葉
の
阿
倍
島
で
あ
る
と
し

て
い
る
。」
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

・
万
葉
集
に
は
相
島
（
阿
倍
島
）
に
つ
い
て
次
の
歌
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

阿
倍

あ

べ

の
島

鵜う

の
住
む
磯い

そ

に

寄
す
る
波

間ま

な
く
こ
の
ご
ろ

大
和

や

ま

と

し
思お

も

ほ
ゆ

 
 
 
 

 
 

巻
三
―
三
五
九

作
者

山
部
赤
人

（
解
説
）
阿
部
の
島
の
、
鵜
の
と
ま
っ
て
い
る
磯
に
寄
る
波
が
、
間
な
く
寄
る
ご
と
く
、

や
む
ま
も
な
く
こ
の
ご
ろ
は
大
和
の
こ
と
が
思
わ
れ
る
。

・
こ
の
歌
は
眼
前
の
景
を
具
象
的
に
と
ら
え
て
思
い
を
述
べ
て
い
る
と
の
説
が
あ
る
。

・
作
者
は
海
路
で
筑
紫
に
下
っ
て
来
て
嵐
に
あ
っ
た
か
、
な
ん
ら
か
の
事
情
で
、
こ

の
相
の
島
に
寄
港
し
、
故
郷
大
和
を
懐
か
し
み
、
こ
の
歌
を
詠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

・
な
お
、
万
葉
集
に
詠
わ
れ
て
い
る
「
阿
倍
島
」
の
故
地
に
つ
い
て
は
福
岡
県
糟
屋
郡

新
宮
町
相
島
の
他
に
「
大
阪
市
阿
倍
野
あ
た
り
、」
あ
る
い
は
「
山
口
県
豊
浦
郡
藍

あ
い
の

島し
ま

」
等
の
諸
説
が
あ
る
。

・「
相
島
」
の
歴
史
は
古
く
、
小
さ
な
島
内
に
は
古
墳
時
代
前
期
か
ら
終
末
期
に
か
け

て
の
古
墳
群
「
積つ

み

石
塚

い
し
づ
か

」
が
あ
る
。
古
墳
は
一
般
的
に
は
土
を
盛
っ
て
造
る
の
に
対
し
、

こ
の
「
積
石
塚
」
は
石
を
積
ん
だ
全
国
的
に
も
数
少
な
い
珍
し
い
古
代
の
墓
で
「
国
指



定
史
跡
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
貴

重
な
遺
跡
が
残
る
。

ま
た
、
「
相
島
」
の
位
置
は
大
陸
、
特
に
朝
鮮
と
は
次
の
寄
港
地
で
あ
る
壱
岐
と
赤
間

関
（
現
在
の
下
関
）
と
の
中
継
点
に
あ
り
、
そ
の
上
、
港
が
天
然
の
良
港
で
あ
る
た
め
、

室
町
時
代
の
文
禄
元
（
一
五
九
二
）
年
・
慶
長
二
（
一
五
九
七
）
年
に
豊
臣
秀
吉
が
朝

鮮
出
兵
の
際
に
相
島
に
立
ち
寄
り
航
海
の
安
全
と
戦
勝
を
祈
願
し
た
時
の
史
跡
が
あ

る
。
さ
ら
に
最
も
「
相
島
」
を
有
名
に
し
た
の
は
江
戸
時
代
、
徳
川
将
軍
の
代
替
り
の

た
び
に
、
祝
賀
の
目
的
で
朝
鮮
国
王
が
江
戸
幕
府
に
派
遣
し
た
使
節
（
朝
鮮
通
信
使
と

呼
ば
れ
た
。
）
は
徳
川
幕
府
の
２
６
０
年
余
り
の
間
に
１
２
回
来
日
し
て
い
る
が
通
信

使
の
江
戸
へ
の
通
り
道
で
あ
る
福
岡
藩
は
そ
の
う
ち
の
１
１
回
は
こ
の
「
相
島
」
（
１

回
は
対
馬
）
で
も
て
な
し
を
し
て
お
り
、
当
時
の
国
際
交
流
の
最
先
端
の
場
で
あ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。

・
福
岡
市
中
央
部
か
ら
相
島
へ
は
福
岡
市
営
地
下
鉄
貝
塚
駅
で
西
鉄
貝
塚
線
に
乗
り
継

ぎ
約
２
５
分
で
終
着
駅
「
新
宮
駅
」
で
下
車
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
約
２
０
分
で
相

島
行
き
渡
船
場
新
宮
漁
港
に
到
着
、
一
日
に
六
往
復
し
て
い
る
町
営
渡
船
に
の
れ
ば
１

７
分
余
り
で
「
相
島
」
に
着
く
。
相
島
の
産
業
は
漁
業
が
中
心
で
あ
る
。
ま
た
、
漁
船

の
主
航
路
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
避
難
港
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
持
つ
、
近
年
は
磯
釣

な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
漁
業
な
ど
が
盛
ん
で
あ
る
。

（
参
考
文
献
）

・
中
村
行
利
著
「
万
葉
と
九
州
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・
福
岡
県
の
地
名
辞
典
（
日
本
歴
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地
名
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系
）
・
角
川
日
本
地
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大
事
典

・
新
宮
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等



（
写
生
地
）

新
宮
海
岸
か
ら
玄
界
灘
に
浮
ぶ
「
相
島
」
を
描
く
。（
杏

花
）

（
相
島
位
置
図
）


